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ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
よ
る
物
体
的
実
体
の
一
性
に
つ
い
て
石
　
川
満
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
と
っ
て
、
実
体
と
は
、
不
可
分
な
も
の
で
あ
り
、
表
象
作
用
を
自
身
の
唯
一
の
作
用
と
す
る
精
神
的
存
在
で
あ
っ
た
。
一
方
、
物
体
は
、
諸
実
体
の
集
合
で
あ
る
か
、
表
象
さ
れ
た
連
続
的
延
長
体
で
あ
る
か
で
あ
っ
た
。
物
体
を
ど
ち
ら
の
意
に
解
す
る
に
せ
よ
、
物
体
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
実
体
の
規
定
に
即
す
限
り
、
実
体
で
は
あ
り
得
ず
、
現
象
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
物
体
も
し
く
は
合
成
体
は
現
象
で
あ
る
と
明
言
す
る
一
方
、
物
体
的
実
体
（
冨
ω
ロ
び
ω
＄
昌
8
8
7
や
。
．
。
目
。
）
、
A
口
成
実
体
（
一
β
。
ω
ロ
ぴ
．
富
ロ
8
8
8
宕
縁
。
）
な
る
も
の
の
存
在
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
内
に
、
実
体
と
物
体
を
実
体
と
現
象
と
し
て
峻
別
し
よ
う
と
す
る
傾
向
と
物
体
を
実
体
的
存
在
と
し
て
認
め
よ
う
と
す
る
傾
向
と
の
一
見
相
反
す
る
か
に
見
え
る
二
つ
の
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
は
、
こ
の
二
つ
の
傾
向
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
哲
学
に
お
け
る
物
体
、
及
び
物
体
と
実
体
と
の
関
係
（
心
身
関
係
）
に
つ
い
て
の
解
釈
に
様
々
な
混
乱
を
も
た
ら
し
て
ぎ
た
の
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
、
本
論
の
目
的
は
、
こ
の
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
内
に
あ
る
二
つ
の
傾
向
が
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
自
身
に
よ
っ
て
い
か
に
調
一23一
ライプニッツによる物体的実体の一性について（石川）
停
さ
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
体
的
実
体
の
何
で
あ
る
か
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
実
体
と
物
体
的
実
体
の
混
同
に
基
づ
く
混
乱
と
困
難
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
（一）
　
ユ
前
期
の
物
体
的
実
体
こ
の
解
明
に
伴
っ
て
、
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
表
象
さ
れ
た
延
長
物
体
の
み
な
ら
ず
、
諸
実
体
の
集
合
（
ロ
ロ
曽
＠
Q
ぴ
q
δ
ひ
q
似
α
Φ
豆
器
δ
ξ
ω
ω
旨
ω
臼
9
■
昌
8
。
。
）
と
し
て
の
物
体
を
も
現
象
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
時
、
諸
実
体
の
集
合
の
現
象
性
は
、
ど
こ
に
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
．
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
従
う
な
ら
ば
、
我
々
が
、
一
つ
の
群
れ
、
一
つ
の
軍
隊
と
言
う
時
の
よ
う
な
、
集
合
の
持
つ
一
性
は
、
「
我
々
の
精
神
の
内
に
の
み
」
（
ρ
月
，
Φ
刈
）
存
し
、
「
我
々
の
表
象
か
ら
や
っ
て
来
る
」
（
O
°
≦
も
゜
α
。
。
O
）
主
観
的
で
観
念
的
な
も
　
　
　
　
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
そ
れ
は
、
現
実
的
に
は
、
全
体
と
し
て
の
一
性
を
持
た
ず
、
・
従
っ
て
全
体
と
し
て
存
在
す
る
も
の
と
は
言
え
な
い
。
と
い
う
の
も
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
と
っ
て
一
と
存
在
と
は
互
い
に
置
換
し
得
る
概
念
で
あ
っ
て
（
O
｛
°
　
A
り
゜
　
H
一
噂
　
℃
°
O
刈
）
「
真
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
に
一
つ
の
存
在
で
は
な
い
も
の
は
、
真
に
一
つ
の
存
在
で
は
な
い
」
（
ま
α
゜
）
か
ら
で
あ
る
。
集
合
が
存
在
と
さ
れ
る
の
は
、
「
自
然
に
よ
っ
て
（
葱
q
3
」
（
O
°
員
や
“
。
器
”
一
一
炉
や
O
P
島
員
や
」
O
一
）
で
は
な
く
、
「
慣
習
に
よ
っ
て
（
ピ
鷺
£
）
」
（
葦
α
・
）
で
あ
り
、
自
然
に
よ
っ
て
一
な
る
存
在
、
即
ち
、
そ
れ
自
身
に
よ
る
一
（
⊆
昌
口
5
P
　
℃
O
『
　
ω
Φ
）
と
慣
習
に
よ
っ
て
一
な
る
存
在
、
即
ち
、
偶
然
に
よ
る
一
（
§
q
ヨ
U
臼
8
0
践
o
昌
ω
）
と
は
区
別
さ
れ
、
前
老
は
実
体
、
後
者
は
現
象
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
諸
実
体
の
集
合
の
現
象
性
は
、
そ
れ
が
一
性
を
欠
い
て
い
る
ど
い
う
こ
と
、
も
し
く
は
、
そ
の
一
性
が
、
主
観
的
、
観
念
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
‘
一24一
ライプニッツによる物体的実体の一性について（石川）
　
以
上
の
こ
と
は
、
前
期
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
実
体
の
実
体
性
を
一
性
に
置
い
て
い
た
と
理
解
で
き
る
が
、
そ
の
こ
と
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
一
性
の
内
容
に
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
い
か
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
ア
ル
ノ
ー
宛
の
書
簡
に
お
い
て
、
存
在
す
る
も
の
は
一
な
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
時
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
二
つ
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
臼
つ
に
は
、
　
一
性
を
有
す
る
と
は
、
完
足
的
概
念
（
§
。
昌
a
自
8
ヨ
冨
け
ρ
§
。
ぎ
ぎ
昌
碧
8
日
9
。
）
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
一
な
る
存
在
と
は
、
完
足
的
概
念
を
持
つ
完
足
的
存
在
（
§
o
ω
自
Φ
8
ヨ
営
簿
）
乃
至
は
個
体
的
実
体
（
最
⑦
ω
ロ
げ
ω
♂
ロ
8
一
昌
象
く
達
口
①
＝
。
）
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
存
在
の
一
性
と
は
、
或
る
個
体
的
実
体
を
他
か
ら
区
別
し
、
そ
の
も
の
た
ら
し
め
て
い
る
「
こ
れ
性
（
ゴ
。
。
。
似
ま
）
」
（
，
琴
吻
。
。
）
乃
至
個
体
性
に
他
な
ら
な
い
。
一
性
と
は
、
自
と
他
を
区
別
す
る
原
理
な
の
で
あ
る
℃
し
か
し
、
他
方
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
存
在
の
一
性
を
「
不
可
分
（
ぎ
島
く
巨
9
）
」
　
（
O
員
サ
誤
）
で
あ
る
こ
と
と
理
解
し
、
一
な
る
存
在
を
箪
数
の
も
の
（
δ
ω
ぎ
α
q
億
ユ
臼
）
」
（
ρ
ぎ
8
と
理
解
し
天
複
数
の
も
の
（
・
畳
鼠
゜
『
）
・
多
（
巳
け
ぎ
山
゜
）
・
‘
集
合
等
と
対
比
し
て
い
る
（
o
」
」
び
乙
）
。
こ
の
場
合
、
一
な
る
も
の
と
は
、
可
分
的
な
も
の
（
集
合
）
を
構
成
す
る
不
可
分
な
も
の
で
あ
り
、
一
性
と
は
、
不
可
分
性
に
他
な
ら
な
い
。
一
性
と
は
、
一
と
多
を
区
別
す
る
原
理
な
の
で
あ
る
の
　
以
上
の
よ
う
に
、
前
期
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
実
体
の
実
体
性
た
る
一
性
に
、
ぎ
島
く
達
q
Φ
一
で
あ
る
こ
と
と
冒
合
謡
匹
三
⑦
で
あ
る
こ
と
と
い
う
二
つ
の
異
な
っ
た
立
日
心
味
を
与
え
て
い
た
。
そ
し
て
明
ら
か
に
、
物
体
（
諸
実
体
の
集
合
）
の
現
象
性
を
主
張
す
る
際
か
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
の
は
、
二
つ
の
一
性
の
内
、
｝
（
実
体
）
と
多
（
物
体
）
の
区
別
を
問
題
と
す
る
不
可
分
性
と
し
で
の
一
性
の
欠
如
な
の
で
あ
る
。
，
し
か
し
、
前
期
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
以
上
の
ご
と
く
、
一
と
多
の
区
別
と
し
て
実
体
と
物
体
を
明
確
に
区
別
す
る
一
方
で
、
物
体
的
実
体
の
存
在
も
認
め
て
い
る
。
即
ち
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、
≒
大
理
石
の
塊
」
　
（
ρ
月
づ
。
『
ρ
。
h
』
も
る
ω
）
や
一25一
ライプニッツによる物体的実体の一性について（石川）
「
積
み
上
げ
た
石
の
山
」
　
（
凶
げ
達
）
の
如
き
単
な
る
物
塊
、
諸
実
体
の
集
合
は
「
虻
の
よ
う
な
単
な
る
現
象
」
　
（
ρ
戸
，
m
。
。
”
。
勝
員
や
謡
》
昌
り
や
ミ
“
月
や
＝
り
）
に
す
ぎ
ず
、
他
方
、
物
体
的
実
体
は
、
「
動
物
的
実
体
」
（
9
昌
サ
一
冒
）
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
広
義
に
お
け
る
動
物
、
生
物
な
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
物
体
（
物
塊
）
と
物
体
的
実
体
（
生
物
）
の
相
異
は
、
後
者
が
、
一
「
物
体
の
精
神
」
（
9
罫
吻
旨
）
、
「
実
体
形
相
」
（
帥
げ
罫
）
、
「
物
体
の
実
体
形
相
及
び
精
神
」
（
ρ
炉
や
謡
）
、
「
物
体
の
実
体
」
（
O
°
戸
O
°
謡
）
、
「
精
神
」
（
塗
“
）
、
「
形
相
」
（
凶
げ
峯
）
、
「
エ
ン
テ
レ
ケ
イ
ア
」
（
ρ
昌
Ψ
這
o
）
等
と
言
わ
れ
る
形
相
的
原
理
を
有
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
す
る
と
い
う
一
点
に
存
す
る
。
形
相
乃
至
精
神
が
物
体
の
実
体
化
の
原
理
な
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
形
相
的
原
理
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
物
体
的
実
体
は
、
不
可
分
性
と
し
て
の
一
性
（
実
体
性
）
を
持
ち
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
ア
ル
ノ
ー
の
指
摘
す
る
通
り
、
一
（
巷
ロ
ヨ
）
で
あ
る
と
い
う
存
在
の
属
性
は
、
一
な
る
存
在
（
ロ
ロ
ニ
目
O
ロ
ω
）
に
と
っ
て
、
本
質
的
で
内
的
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
従
っ
て
、
物
体
を
多
な
る
存
在
（
且
ξ
9
0
ロ
萬
p
）
で
あ
る
と
す
る
と
、
物
体
は
、
形
相
と
は
別
物
で
あ
っ
て
、
物
体
に
外
的
規
定
し
か
与
え
得
な
い
。
そ
れ
故
、
物
体
が
、
形
相
に
よ
っ
て
、
一
な
る
存
在
と
な
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
（
6
h
°
ρ
昌
も
」
ミ
）
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
こ
の
ア
ル
ノ
ー
の
批
判
を
受
け
入
れ
つ
つ
、
物
体
的
実
体
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
。
「
真
に
一
っ
の
存
在
で
あ
る
の
は
、
そ
の
質
料
が
属
し
て
い
る
生
命
を
持
っ
た
実
体
で
あ
っ
て
、
物
塊
と
考
え
ら
れ
た
質
料
そ
の
も
の
は
、
単
な
る
現
象
、
も
し
く
は
、
よ
く
基
礎
づ
け
ら
れ
た
現
わ
れ
に
す
ぎ
な
い
」
（
ρ
員
戸
一
一
。
。
）
。
即
ち
、
一
な
る
も
の
、
こ
の
場
合
、
多
に
比
し
て
不
可
分
な
も
の
は
、
物
体
の
実
体
、
即
ち
形
相
で
あ
っ
て
、
身
体
は
、
多
な
る
可
分
的
物
塊
、
即
ち
現
象
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
り
、
物
体
的
実
体
は
、
実
体
（
精
神
）
と
現
象
（
身
体
）
と
に
分
裂
し
た
ま
ま
、
そ
れ
全
体
の
一
性
（
不
可
分
性
）
を
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
こ
こ
で
は
、
本
来
問
題
で
あ
っ
た
、
物
体
の
実
体
化
、
物
体
的
実
体
全
体
の
実
体
性
に
つ
い
て
一26一
ライブ＝ッツによる物体的実体の一性について（石川）
は
解
答
が
避
け
ら
れ
て
お
り
、
い
か
に
し
て
、
形
相
が
物
体
を
実
体
と
し
得
る
の
か
は
不
明
の
ま
ま
な
の
で
あ
る
。
　
た
だ
、
こ
こ
で
、
物
体
的
実
体
の
、
不
可
分
性
以
外
の
実
体
性
を
求
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
個
体
性
と
し
て
の
一
性
の
側
に
求
め
る
他
な
い
で
あ
ろ
う
。
可
分
的
で
且
つ
そ
の
諸
部
分
が
可
変
的
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
認
め
得
る
一
性
と
は
、
そ
の
も
の
が
、
そ
れ
で
も
な
お
同
一
で
あ
り
つ
づ
け
る
と
い
う
個
体
の
同
一
性
な
の
で
あ
る
（
9
Ω
゜
員
や
這
O
）
。
形
相
は
、
そ
れ
故
、
「
同
一
性
の
原
理
」
　
（
，
蜜
゜
㊧
旨
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
　
最
終
的
に
、
前
期
に
お
い
て
は
、
物
体
は
、
一
性
（
不
可
分
性
）
を
欠
く
故
に
現
象
と
さ
れ
、
一
性
（
個
体
性
）
を
得
て
実
体
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
自
と
他
を
区
別
す
る
個
体
性
の
問
題
は
、
一
と
多
を
区
別
す
る
不
可
分
性
の
問
題
の
外
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
不
可
分
性
の
欠
如
に
よ
っ
て
導
出
さ
れ
た
物
体
の
現
象
性
を
個
体
性
に
よ
っ
て
否
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
か
く
す
る
こ
と
は
一
性
の
名
の
下
に
不
可
分
性
と
個
体
性
を
混
同
す
る
こ
と
と
な
る
。
個
体
性
を
有
す
る
物
体
的
実
体
の
存
在
は
、
実
体
（
一
）
と
現
象
（
多
）
の
区
別
に
関
係
せ
ず
、
ラ
イ
プ
ニ
ヅ
ツ
自
身
そ
う
結
論
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
に
、
物
体
が
現
象
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
周
到
に
も
、
形
相
が
多
な
る
も
の
を
一
な
る
も
の
に
す
る
と
い
う
困
難
を
不
可
分
性
に
代
っ
て
個
体
性
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
避
け
、
さ
ら
に
、
個
体
性
と
不
可
分
性
の
混
同
を
も
避
け
得
た
が
、
ま
さ
に
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
体
は
現
象
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
前
期
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
あ
っ
て
は
、
真
の
意
味
で
の
（
即
ち
、
物
体
の
現
象
性
・
可
分
性
を
不
可
分
性
に
よ
っ
て
否
定
す
る
と
い
う
仕
方
で
の
）
物
体
の
実
体
化
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
形
相
の
有
無
に
基
づ
い
て
、
物
体
的
実
体
と
物
体
と
を
実
体
と
現
象
と
し
て
区
別
し
よ
う
と
す
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
動
揺
は
実
体
の
実
体
性
を
個
体
性
、
不
可
分
性
の
い
ず
れ
に
求
め
る
か
の
動
揺
に
起
因
し
て
い
る
の
だ
と
言
え
よ
う
。
一27一
ライプニッツによる物体的実体の一性について（石川）
（二）
後
期
の
物
体
的
実
体
　
モ
ナ
ド
の
概
念
を
得
る
に
至
つ
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ヅ
ツ
は
、
実
体
の
一
性
を
は
っ
き
り
と
不
可
分
性
、
「
単
純
性
（
冨
ω
巨
9
。
ま
）
」
（
℃
°
2
φ
⑳
・
。
）
の
側
に
置
い
た
。
そ
れ
故
、
前
期
に
お
け
る
如
く
、
そ
の
個
体
性
の
故
に
物
体
的
実
体
を
実
体
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
従
っ
て
、
後
期
に
お
け
る
物
体
的
実
体
の
問
題
は
、
以
下
の
如
く
と
な
る
。
即
ち
、
第
一
に
、
諸
実
体
の
集
合
に
実
体
性
（
不
可
分
性
）
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
体
か
ら
一
つ
の
新
し
い
モ
ナ
ド
を
作
る
原
理
が
、
後
期
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
哲
学
の
内
に
存
在
す
る
の
か
、
も
し
存
在
し
な
い
な
ら
ば
、
第
二
に
、
物
体
的
実
体
と
い
う
、
モ
ナ
ド
以
外
の
、
即
ち
厳
密
に
は
実
体
で
は
な
い
実
体
的
存
在
の
実
体
性
と
は
何
か
、
が
問
わ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
　
後
期
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
と
っ
て
、
モ
ナ
ド
と
は
、
形
相
た
る
原
始
的
能
動
的
力
と
第
一
質
料
た
る
原
始
的
受
動
的
力
と
の
連
結
（
H
P
O
×
口
ω
”
O
O
昌
昌
O
×
q
ω
）
と
い
う
質
料
形
相
論
（
ξ
鼠
旨
。
6
ぼ
・
・
ヨ
Φ
）
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
単
純
者
（
δ
ω
巨
覧
。
）
で
あ
る
（
9
ρ
炉
℃
』
心
。
。
山
お
”
声
噂
゜
悼
q
b
。
）
。
一
方
、
物
体
は
、
合
成
体
（
冨
8
ヨ
唱
。
ω
似
。
）
で
あ
り
、
合
成
体
と
は
、
諸
実
体
の
集
合
（
四
σ
q
－
σ
Q
『
o
ぴ
q
讐
口
日
）
、
寄
せ
集
め
（
一
、
器
器
ヨ
ぴ
冨
σ
Q
o
）
、
集
積
（
§
9
。
ヨ
器
）
で
あ
っ
て
、
多
（
8
葺
ぎ
α
。
）
に
他
な
ら
な
い
（
o
い
即
Z
°
Ω
゜
㈲
ど
言
o
°
吻
〒
ω
）
。
前
期
同
様
、
実
体
と
物
体
は
、
一
と
多
の
区
別
と
し
て
峻
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
従
っ
て
、
物
体
的
実
体
が
、
真
に
実
体
の
名
に
値
す
る
た
め
に
は
、
実
体
の
多
に
不
可
分
性
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
を
一
つ
の
モ
ナ
ド
と
す
る
原
理
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
後
期
に
お
い
て
も
物
体
的
実
体
は
、
主
に
動
物
、
生
物
で
あ
る
以
上
（
9
即
Z
°
ρ
吻
ω
層
ρ
屋
サ
心
。
。
ポ
≦
も
』
。
。
。
。
）
、
物
体
的
実
体
の
実
体
性
を
探
る
た
め
に
、
モ
ナ
ド
と
生
物
の
関
係
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
一28一
ライプニッツによる物体的実体の一性について（石川）
ら
な
い
。
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
従
う
な
ら
ば
、
生
物
は
、
「
支
配
的
モ
ナ
ド
」
（
O
°
昌
や
N
鵠
）
を
精
神
と
し
、
そ
の
精
神
に
従
属
し
て
い
る
「
従
属
的
モ
ナ
ド
」
（
蔭
α
゜
）
乃
至
「
第
二
質
料
」
（
一
ぼ
山
゜
）
と
い
わ
れ
る
モ
ナ
ド
の
集
合
即
ち
物
塊
を
身
体
と
し
、
こ
の
精
神
と
身
体
と
か
ら
成
っ
て
い
る
（
O
h
℃
。
Z
°
O
°
吻
◎
ゆ
り
　
冒
O
°
吻
①
◎
o
）
。
こ
の
、
生
物
に
お
け
る
精
神
と
身
体
の
間
の
支
配
－
従
属
関
係
は
、
「
諸
モ
ナ
ド
に
お
い
て
は
、
無
限
の
程
度
が
あ
り
、
或
る
モ
ナ
ド
は
他
の
モ
ナ
ド
を
多
か
れ
少
な
か
れ
支
配
し
て
い
る
」
（
”
客
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ゐ
吻
心
）
と
言
わ
れ
、
ま
た
、
「
モ
ナ
ド
が
判
明
な
表
象
を
持
つ
限
り
、
そ
れ
に
能
動
を
認
め
、
モ
ナ
ド
が
混
雑
な
表
象
を
持
つ
限
り
、
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
そ
れ
に
受
動
を
認
め
る
」
（
＝
ρ
⑳
お
）
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
モ
ナ
ド
の
唯
一
の
作
用
で
あ
る
表
象
作
用
に
基
づ
く
「
観
念
的
」
　
（
言
o
°
吻
暫
）
「
相
互
的
」
（
竃
ρ
吻
認
）
能
動
－
受
動
関
係
に
他
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
物
体
的
実
体
に
お
け
る
心
身
関
係
も
し
く
は
「
諸
モ
ナ
ド
の
支
配
及
び
従
属
は
、
だ
が
モ
ナ
ド
そ
れ
自
体
に
お
い
て
考
え
る
な
ら
ぽ
、
完
全
性
の
程
度
以
外
の
何
も
の
に
も
存
し
な
い
」
（
ρ
月
や
心
蟄
）
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
故
、
支
配
的
モ
ナ
ド
（
精
神
）
と
は
、
他
に
比
し
て
よ
り
判
明
な
表
象
を
持
つ
モ
ナ
ド
と
い
う
に
す
ぎ
ず
、
他
の
諸
モ
ナ
下
と
の
差
異
は
、
趨
度
的
、
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
（
本
来
、
モ
ナ
ド
は
全
て
、
支
配
的
で
あ
る
と
否
と
に
関
わ
ら
ず
、
表
象
作
用
を
自
身
の
本
性
と
す
る
精
神
に
他
な
ら
な
い
）
。
一
方
、
従
属
的
諸
モ
ナ
ド
（
身
体
）
と
は
、
精
神
に
よ
っ
て
他
の
物
体
に
比
し
て
「
よ
り
判
明
に
」
（
言
9
吻
爵
）
表
象
さ
れ
て
い
る
物
体
と
い
う
に
す
ぎ
ず
、
他
の
物
体
と
の
差
異
は
、
比
較
的
、
程
度
的
な
庵
の
で
あ
る
（
身
体
は
絶
え
ず
他
の
物
体
と
入
れ
替
り
、
交
流
し
て
い
る
（
象
言
ρ
吻
コ
）
）
。
こ
の
よ
う
な
心
身
関
係
か
ら
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
ら
か
に
、
支
配
的
モ
ナ
ド
の
存
在
は
、
物
体
的
実
体
に
実
体
性
（
単
純
性
）
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
あ
り
得
ず
、
そ
れ
故
、
ま
た
、
物
体
的
実
体
は
厳
密
に
は
実
体
で
は
あ
り
得
な
い
、
と
言
え
よ
う
。
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さ
ら
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
説
く
、
心
身
の
・
「
物
理
的
結
合
（
歪
三
8
冒
ξ
ω
5
ロ
。
）
」
（
勺
゜
Z
°
ρ
吻
ω
）
に
つ
い
て
も
事
態
は
同
様
で
あ
る
。
こ
の
心
身
の
結
合
も
、
諸
実
体
間
の
「
対
応
（
一
．
9
8
「
α
）
」
（
凶
三
9
）
や
コ
致
（
冨
8
巳
。
§
ま
）
」
（
竃
ρ
㈱
『
。
。
）
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
言
い
換
え
ら
れ
、
諸
実
体
間
の
「
交
通
（
8
ヨ
ヨ
§
一
。
銭
§
）
」
（
ρ
ヨ
ロ
」
。
。
心
）
」
乃
至
「
適
合
（
霧
8
ヨ
ヨ
。
α
9
。
け
ご
）
」
（
ρ
月
，
0
一
〇
）
に
基
づ
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
以
上
、
表
象
作
用
に
基
づ
く
諸
実
体
間
の
予
定
調
和
に
他
な
ら
ず
、
先
の
心
身
間
の
支
配
－
従
属
関
係
と
別
物
で
は
な
い
（
o
h
°
竃
9
姻
日
。
。
）
。
そ
れ
故
、
諸
実
体
問
の
対
応
で
あ
る
心
身
の
結
合
が
、
物
体
的
実
体
を
一
実
体
と
成
き
な
い
こ
と
も
同
様
で
あ
る
。
　
以
上
の
如
く
、
不
可
分
性
、
単
純
性
を
欠
く
故
に
、
物
体
的
実
体
が
実
体
か
ら
明
確
に
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
次
に
、
そ
れ
は
、
何
故
に
実
体
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
期
に
お
い
て
は
、
同
一
性
の
原
理
た
る
精
神
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
個
体
性
が
物
体
的
実
体
の
実
体
性
で
あ
っ
た
。
今
、
後
期
に
あ
っ
て
も
、
精
神
（
支
配
的
モ
ナ
ド
）
に
よ
っ
て
実
体
性
は
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
実
体
性
は
、
そ
の
個
体
が
そ
れ
一
つ
で
あ
り
他
か
ら
区
別
さ
れ
て
い
る
と
い
う
唯
一
性
（
信
巳
。
ま
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
支
配
的
モ
ナ
ド
は
「
唯
一
性
の
原
理
」
（
”
Z
b
°
ゆ
ω
）
な
の
で
あ
る
（
た
だ
し
、
こ
の
、
物
体
的
実
体
の
唯
一
性
と
い
う
実
体
性
は
、
そ
の
身
体
が
「
瞬
間
を
越
え
て
は
同
一
で
は
な
い
」
（
（
甲
゜
＜
矯
口
゜
b
o
一
〇
）
以
上
、
支
配
的
モ
ナ
ド
の
唯
一
性
に
他
な
ら
な
い
）
。
　
さ
ら
に
、
こ
こ
で
、
実
体
の
有
す
る
一
性
四
単
純
性
（
不
可
分
性
）
と
物
体
的
実
体
の
有
す
る
一
性
踊
唯
一
性
（
個
体
性
）
の
相
異
を
理
解
し
、
唯
一
性
が
多
を
一
に
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
す
る
な
ら
ぽ
、
実
体
と
物
体
的
実
体
の
区
別
は
一
と
多
の
区
別
で
あ
り
、
絶
対
的
区
別
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
他
方
、
先
に
述
ぺ
た
よ
う
に
支
配
的
モ
ナ
ド
の
有
無
の
別
が
、
実
は
、
°
絶
対
的
区
別
で
は
な
く
、
従
属
的
モ
ナ
ド
に
相
対
的
な
程
度
的
区
別
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ぽ
、
物
体
的
実
一30一
体
と
物
塊
と
の
区
別
は
相
対
的
区
別
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
即
ち
、
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
に
お
い
て
、
絶
対
的
区
別
が
主
張
さ
れ
る
の
は
、
一
と
多
の
問
、
合
o
忽
ヨ
℃
「
o
＞
と
〈
o
ひ
q
鵯
o
ぴ
q
①
昌
目
〉
の
間
に
で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
も
多
で
あ
る
〈
冨
ω
犀
ぴ
゜
自
け
甲
昌
o
①
8
ε
o
H
巴
①
朋
目
昌
国
巳
ヨ
巴
〉
と
〈
δ
o
o
愚
゜
・
朋
q
昌
”
ヨ
①
ω
〉
の
間
に
は
、
完
全
性
の
程
度
に
基
づ
く
相
対
的
区
別
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
支
配
的
モ
ナ
ド
と
物
魂
と
の
関
係
（
物
理
的
結
合
）
を
形
相
と
質
料
の
結
合
の
如
く
理
解
し
、
支
配
的
モ
ナ
ド
の
有
無
に
基
づ
い
て
、
生
物
と
物
塊
と
の
間
に
一
線
を
画
す
こ
と
は
、
一
と
多
の
間
に
中
間
者
を
認
め
る
と
い
う
矛
盾
を
犯
す
か
、
実
体
と
物
体
的
実
体
、
単
純
性
と
唯
一
性
を
混
同
す
る
と
い
う
誤
り
を
犯
す
こ
と
と
な
る
。
ラィプニッッによる物体的実体の一性について（石川）
　三
　
実
体
的
紐
帯
（
　
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
も
し
く
は
予
定
調
和
の
体
系
に
お
い
て
、
物
体
的
実
体
乃
至
合
成
実
体
は
、
厳
密
に
は
実
体
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
晩
年
の
デ
・
ボ
ス
宛
書
簡
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
を
実
体
と
し
て
認
め
る
試
み
、
即
ち
「
物
体
的
な
、
も
し
く
は
合
成
さ
れ
た
実
体
に
つ
い
て
の
仮
説
」
（
ρ
目
も
゜
心
謡
）
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
仮
説
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
先
の
予
定
調
和
た
る
物
理
的
結
合
以
上
の
「
或
る
実
在
的
な
形
而
上
学
的
結
合
」
（
O
」
押
や
ω
コ
）
を
認
め
、
「
実
在
的
結
合
に
つ
い
て
の
何
か
新
し
い
原
理
」
（
O
°
戸
戸
お
b
。
）
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
即
ち
、
従
来
の
「
モ
ナ
ド
の
み
に
よ
る
仮
説
」
（
ρ
戸
や
ミ
ω
）
か
ら
逸
脱
し
た
仕
方
で
、
物
体
を
実
体
化
せ
ん
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
、
物
体
を
実
体
化
す
る
新
し
い
原
理
こ
そ
「
実
在
的
結
合
者
」
（
ρ
月
b
誌
ω
㎝
）
乃
至
「
結
合
す
る
実
在
性
」
（
置
傷
゜
）
と
も
言
わ
れ
る
実
体
的
紐
帯
（
く
凶
口
O
ロ
一
ロ
ヨ
ω
口
σ
ω
け
ρ
口
鉱
餌
一
〇
）
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
仮
説
の
新
し
さ
と
は
、
一
つ
に
は
、
実
体
的
紐
帯
が
「
神
に
よ
っ
て
（
僅
∪
8
）
」
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（凶
ﾐ
達
゜
）
、
即
ち
奇
蹟
的
な
仕
方
で
、
諸
実
体
に
付
加
さ
れ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
物
理
的
（
℃
ξ
ω
5
β
Φ
）
結
合
が
モ
ナ
ド
の
本
性
か
ら
理
解
さ
れ
る
故
に
自
然
的
（
昌
簿
ξ
。
一
）
な
も
の
と
さ
れ
た
の
に
対
し
（
。
h
竃
9
㈱
刈
。
。
）
、
形
而
上
学
的
（
ヨ
。
け
碧
ξ
。
。
首
q
。
）
結
合
は
モ
ナ
ド
の
本
性
を
越
え
た
超
自
然
的
（
ω
霞
ロ
9
ξ
Φ
一
）
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
こ
の
よ
う
な
実
体
的
紐
帯
の
仮
説
を
通
常
の
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
の
用
語
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
も
あ
る
。
即
ち
、
物
体
的
実
体
を
構
成
す
る
諸
モ
ナ
ド
の
個
々
の
第
一
質
料
が
結
合
し
て
、
一
つ
の
第
一
質
料
を
成
し
、
同
様
に
個
々
の
モ
ナ
ド
の
形
相
が
結
合
し
て
一
つ
の
形
相
を
成
し
、
こ
の
、
諸
モ
ナ
ド
か
ら
構
成
さ
れ
た
第
一
質
料
と
形
相
と
の
結
合
に
よ
っ
て
物
体
的
実
体
を
得
る
、
と
い
う
説
明
で
あ
る
（
。
h
’
ρ
員
u
誌
ω
伊
員
o
°
恥
。
。
㎝
ム
。
。
①
）
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
、
一
モ
ナ
ド
内
の
質
料
形
相
論
を
諸
モ
ナ
ド
間
に
そ
の
ま
ま
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
、
物
体
的
実
体
に
お
け
る
質
料
と
形
相
の
連
結
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
は
、
一
実
体
に
お
け
る
そ
れ
と
同
様
に
不
可
分
な
実
体
で
あ
ろ
う
か
。
即
ち
、
こ
の
仮
説
に
お
い
て
、
物
体
的
実
体
と
は
諸
モ
ナ
ド
か
ら
構
成
さ
れ
た
新
し
い
一
つ
の
モ
ナ
ド
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
こ
の
よ
う
な
物
体
的
実
体
と
モ
ナ
ド
の
同
一
視
を
明
確
に
否
定
す
る
。
複
数
の
形
相
か
ら
成
る
形
相
は
「
質
料
と
同
様
に
永
続
的
流
れ
の
中
に
あ
る
」
（
O
」
ど
”
」
器
）
の
で
あ
っ
て
、
「
単
純
で
不
可
分
な
実
体
で
あ
る
精
神
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
（
葦
ユ
゜
）
。
従
っ
て
、
諸
実
体
間
の
質
料
形
相
論
は
、
物
体
的
実
体
を
モ
ナ
ド
と
す
る
原
理
で
は
有
り
得
な
い
。
　
実
体
的
紐
帯
と
い
う
原
理
を
用
い
て
も
、
事
態
は
同
様
で
あ
る
。
即
ち
、
物
体
的
実
体
は
、
実
体
的
紐
帯
の
付
加
に
よ
っ
て
、
一
物
体
か
ら
区
別
さ
れ
る
と
同
時
に
実
体
か
ら
も
区
別
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
仮
説
の
当
初
の
意
図
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
体
的
紐
帯
は
、
諸
実
体
の
集
合
か
ら
新
し
い
モ
ナ
ド
を
作
る
原
理
で
は
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
物
体
的
実
体
は
、
正
確
に
は
実
体
で
は
な
く
「
実
体
化
さ
れ
た
も
の
（
ω
旨
ω
冨
昌
け
奪
口
B
）
」
　
（
ρ
戸
ロ
誌
＄
）
で
あ
り
、
そ
れ
自
身
に
よ
る
一
で
は
な
く
「
実
体
一32一
ライプニッツによる物体的実体の一性について（石川）
化
さ
れ
た
そ
れ
自
身
に
よ
る
一
」
（
謹
血
曹
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
結
局
、
物
体
的
実
体
は
、
実
体
と
様
態
と
の
「
中
間
的
存
在
（
国
W
P
ω
旨
日
O
山
一
屋
5
P
）
」
（
ま
阜
）
と
い
う
身
分
を
与
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
紐
帯
を
有
す
る
故
に
物
体
と
は
区
別
さ
れ
、
単
純
性
を
欠
く
故
に
生
成
消
滅
を
免
れ
ず
（
。
胤
゜
ρ
月
b
°
ミ
ら
ム
謡
）
、
そ
れ
故
実
体
と
は
み
な
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
こ
の
中
間
的
存
在
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
実
体
で
も
様
態
で
も
な
い
と
い
う
以
外
に
積
極
的
規
定
を
し
て
い
な
い
し
、
そ
の
実
体
性
乃
至
一
性
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
は
、
諸
実
体
問
の
一
致
対
応
（
物
理
的
結
合
）
で
も
な
け
れ
ば
、
モ
ナ
ド
の
持
つ
一
性
（
単
純
性
）
で
も
な
い
と
い
う
以
外
に
積
極
的
規
定
を
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
は
、
実
体
的
紐
帯
あ
る
い
は
諸
実
体
間
の
質
料
形
相
論
に
よ
っ
て
物
体
的
実
体
に
も
た
ら
さ
れ
る
、
物
理
的
結
合
以
上
、
単
純
性
以
下
の
一
性
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
こ
こ
で
も
、
そ
の
よ
う
な
一
性
は
、
支
配
的
モ
ナ
ド
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
生
物
の
個
体
性
乃
至
唯
一
性
以
外
に
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
実
体
的
紐
帯
の
説
に
お
い
て
、
支
配
的
モ
ナ
ド
が
物
体
的
実
体
乃
至
生
物
を
一
た
ら
し
め
る
と
述
べ
て
い
る
（
。
い
O
」
H
も
゜
ミ
辞
月
亨
心
゜
。
①
）
。
こ
の
時
、
支
配
的
モ
ナ
ド
の
役
割
り
は
、
実
体
的
紐
帯
の
そ
れ
と
同
様
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
実
体
的
紐
帯
が
、
支
配
的
モ
ナ
ド
以
上
の
い
か
な
る
役
割
り
を
持
ち
、
唯
一
性
以
上
の
い
か
な
る
一
性
を
与
え
得
る
か
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
実
体
的
紐
帯
の
仮
説
に
お
け
る
物
体
的
実
体
の
実
体
性
が
生
物
の
個
体
性
で
あ
る
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
通
常
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
、
モ
ナ
ド
の
本
性
か
ら
の
自
然
的
説
明
（
予
定
調
和
に
よ
る
物
理
的
結
合
）
に
よ
っ
て
理
解
可
能
な
の
で
あ
っ
て
、
神
に
た
よ
る
奇
蹟
的
説
明
（
実
体
的
紐
帯
に
よ
る
形
而
上
学
的
結
合
）
な
ど
不
要
な
も
の
と
な
る
。
　
他
方
、
実
体
的
紐
帯
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
物
体
的
実
体
の
一
性
が
、
個
体
性
で
は
な
く
、
単
純
性
で
あ
る
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
我
々
は
、
奇
蹟
に
よ
ら
ず
に
は
解
決
し
得
な
い
以
下
の
よ
う
な
困
難
に
陥
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
先
述
し
た
一33一
ライプニッツによる物体的実体の一性について（石川）
よ
う
に
、
集
合
そ
れ
自
体
の
一
性
（
口
昌
己
ヨ
弓
Φ
『
P
σ
q
伽
コ
H
Φ
O
q
P
雪
』
目
P
）
は
、
我
々
の
精
神
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
、
精
神
の
内
に
の
み
存
す
る
観
念
的
な
も
の
で
あ
り
、
董
れ
故
、
そ
の
存
在
（
§
o
ω
蹄
Φ
や
母
凶
o
Q
o
q
臆
£
p
鉱
§
）
も
観
念
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
Z
多
の
区
別
は
現
実
的
な
も
の
と
観
念
的
な
も
の
と
の
区
別
で
あ
り
、
こ
の
両
者
を
混
同
す
る
こ
と
は
、
連
続
の
合
成
と
同
様
の
困
難
に
陥
る
こ
と
と
な
る
（
。
h
°
ρ
戸
7
二
P
戸
”
』
。
。
・
。
”
日
も
゜
O
・
。
悼
よ
ト
。
ω
、
類
讐
唱
．
お
〒
お
N
）
。
こ
の
、
観
念
的
な
も
の
か
ら
現
実
的
な
も
の
へ
の
移
行
は
、
神
に
よ
る
創
造
と
い
う
奇
蹟
に
よ
っ
て
の
み
可
能
な
の
で
あ
る
。
一
と
多
の
区
別
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
以
上
、
例
え
ぽ
、
心
身
間
の
物
理
的
結
合
と
い
っ
た
自
然
的
な
仕
方
で
は
、
諸
実
体
を
一
実
体
た
ら
し
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
モ
ナ
ド
は
、
そ
の
本
性
た
る
不
可
分
性
の
故
に
、
自
然
的
に
は
、
作
ら
れ
る
こ
と
も
壊
さ
れ
る
こ
と
も
で
遭
な
い
（
。
い
冨
9
ゆ
ω
－
O
）
と
い
う
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
の
原
則
は
、
こ
の
よ
う
な
、
現
実
的
な
も
の
と
観
念
的
な
も
の
と
の
断
絶
を
含
意
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
モ
ナ
ド
は
「
た
だ
奇
蹟
に
よ
っ
て
の
み
」
（
O
」
＜
も
゜
ミ
O
）
生
じ
る
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
実
体
の
多
か
ら
新
し
い
一
つ
の
モ
ナ
ド
を
成
す
と
い
う
、
厳
密
な
意
味
に
お
け
る
物
体
の
実
体
化
は
、
モ
ナ
ド
の
本
性
に
反
し
て
、
現
実
的
な
も
の
（
一
）
と
観
念
的
な
も
の
（
多
）
と
の
断
絶
を
奇
蹟
に
よ
っ
て
越
え
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
故
、
も
し
、
実
体
的
紐
帯
に
よ
っ
て
物
体
に
も
た
ら
さ
れ
る
実
体
性
（
一
性
）
が
、
個
体
性
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
モ
ナ
ド
の
本
性
か
ら
理
解
可
能
な
の
で
あ
っ
て
、
実
体
的
紐
帯
は
不
必
要
な
奇
蹟
的
付
加
物
と
な
り
、
他
方
、
も
し
、
そ
の
実
体
性
（
一
性
）
が
、
不
可
分
性
で
あ
る
な
ら
ぽ
、
そ
れ
は
、
諸
実
体
か
ら
新
し
い
一
つ
の
モ
ナ
ド
を
創
造
す
る
神
の
奇
蹟
を
説
く
こ
と
と
　
　
な
る
。
そ
し
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
自
ら
の
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
の
原
則
（
モ
ナ
ド
の
本
性
）
に
忠
実
で
あ
る
限
り
、
神
に
よ
る
も
し
く
は
、
実
体
的
紐
帯
、
形
而
上
学
的
結
合
等
に
よ
る
新
し
い
モ
ナ
ド
の
創
造
と
い
う
奇
蹟
を
取
ら
ず
、
モ
ナ
ド
の
先
在
（
胃
器
・
。
×
凶
。
・
8
昌
け
冨
）
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
（
。
h
°
O
」
㌍
や
゜
ω
コ
）
。
一34一
　
結
局
、
物
体
の
実
体
化
と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん
だ
時
点
で
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
次
の
よ
う
な
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
多
を
一
と
し
、
神
の
奇
蹟
に
よ
っ
て
し
か
解
決
し
得
ぬ
困
難
に
陥
る
危
険
を
冒
す
か
、
あ
る
い
は
、
単
純
性
以
外
の
何
ら
か
の
実
体
性
を
認
め
、
実
体
な
ら
ぬ
実
体
的
存
在
を
認
め
る
か
、
の
二
者
択
一
で
あ
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
後
者
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
奇
蹟
に
頼
る
こ
と
を
避
け
得
た
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
体
の
、
厳
密
な
意
味
に
お
け
る
実
体
化
の
可
能
性
は
閉
ざ
さ
れ
た
の
だ
と
言
え
よ
う
。
°
ライプニッツによる物体的実体の一性について（石川）
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
モ
ナ
ド
の
本
性
を
単
純
で
あ
る
こ
と
（
。
h
°
竃
ρ
吻
一
）
と
作
用
し
得
る
こ
と
（
6
い
”
Z
°
ρ
吻
一
）
に
置
い
た
。
」
そ
し
て
、
こ
の
モ
ナ
ド
の
単
純
性
に
基
づ
き
、
実
体
（
一
）
と
物
体
（
多
）
は
峻
別
さ
れ
、
モ
ナ
ド
の
作
用
に
基
づ
き
、
実
体
（
精
神
）
と
物
体
（
身
体
）
は
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
実
体
と
物
体
の
区
別
が
絶
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
心
身
問
の
支
配
ー
従
属
関
係
は
、
物
体
を
一
実
体
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
モ
ナ
ド
の
本
性
か
ら
の
帰
結
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
前
期
の
形
相
、
後
期
の
支
配
的
モ
ナ
ド
、
晩
年
の
実
体
的
紐
帯
を
形
相
的
原
理
と
し
、
そ
れ
ら
形
相
的
原
理
と
物
塊
と
の
結
合
に
よ
っ
て
一
実
体
を
得
る
と
す
る
物
体
的
実
体
に
お
け
る
質
料
形
相
論
は
、
モ
ナ
ド
の
本
性
か
ら
は
理
解
し
得
ず
、
そ
れ
故
に
ま
た
、
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
か
ら
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
　
従
っ
て
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
多
か
ら
一
を
成
す
と
い
う
、
実
体
化
が
本
来
そ
う
あ
る
べ
き
実
体
化
を
試
み
て
、
そ
れ
に
失
敗
し
た
の
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
試
み
は
初
め
か
ら
試
み
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
試
み
ら
れ
て
い
た
の
は
、
常
に
、
物
体
の
個
体
化
で
あ
っ
た
。
実
体
性
を
不
可
分
性
の
側
に
置
い
た
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
と
っ
て
、
個
体
化
は
即
ち
実
体
化
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
故
、
物
体
的
実
体
は
、
個
体
的
存
在
で
あ
る
に
せ
よ
、
実
体
で
は
な
か
っ
た
。
一35一
ライプニッツによる物体的実体の一性について（石川）
さ
ら
に
、
個
体
性
が
一
と
多
の
区
別
に
関
わ
ら
ず
、
一
と
多
の
間
に
中
間
者
は
あ
り
得
ぬ
以
上
、
実
体
と
物
体
の
中
間
者
で
も
な
い
。
そ
れ
は
不
可
能
な
妥
協
で
あ
る
。
L
　
そ
れ
で
は
、
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
の
原
則
乃
至
モ
ナ
ド
の
本
性
に
従
っ
て
、
実
体
と
物
体
的
実
体
の
区
別
が
絶
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
他
方
、
物
塊
と
物
体
的
実
体
の
区
別
が
相
対
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
と
、
生
物
は
物
塊
の
中
へ
と
埋
没
し
、
そ
れ
独
自
の
身
分
を
持
た
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
は
、
こ
の
よ
う
な
懸
念
が
、
物
体
的
実
体
と
実
体
の
同
一
視
や
中
間
老
と
し
て
の
物
体
的
実
体
と
い
う
理
解
を
生
む
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
最
後
に
、
物
体
的
実
体
の
身
分
に
つ
い
て
論
ず
る
必
要
が
あ
る
。
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
従
う
な
ら
ば
、
ど
の
モ
ナ
ド
も
多
か
れ
少
な
か
れ
他
の
モ
ナ
ド
を
支
配
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ど
の
モ
ナ
ド
も
必
ず
他
の
モ
ナ
ド
と
支
配
ー
従
属
関
係
を
結
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
ど
の
モ
ナ
ド
も
必
ず
物
体
的
実
体
（
生
物
）
の
構
成
要
素
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
全
く
同
程
度
の
完
全
性
を
持
つ
諸
モ
ナ
ド
の
並
列
的
共
在
、
即
ち
混
沌
と
し
て
の
物
塊
と
い
う
も
の
は
、
モ
ナ
ド
ロ
ジ
！
の
内
に
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
「
宇
宙
に
は
、
未
耕
の
と
こ
ろ
、
不
毛
の
と
こ
ろ
、
」
死
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
無
い
。
混
沌
も
混
雑
も
見
か
け
の
上
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
」
（
言
9
吻
O
O
）
。
支
配
的
モ
ナ
ド
（
精
神
）
を
別
に
し
た
我
々
の
身
体
（
物
塊
）
も
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
が
支
配
的
モ
ナ
ド
を
持
っ
た
小
動
物
の
集
合
で
あ
り
、
そ
れ
ら
小
動
物
の
身
体
に
つ
い
て
も
ま
た
同
様
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
無
限
に
到
る
（
。
h
°
ρ
昌
戸
a
朗
署
も
゜
お
b
。
）
。
即
ち
「
質
料
の
各
部
分
は
、
植
物
で
満
ち
た
庭
や
魚
で
満
ち
て
い
る
池
の
よ
う
な
も
の
だ
と
考
え
得
る
。
し
か
も
、
そ
の
植
物
の
各
々
の
枝
や
動
物
の
肢
体
の
各
部
、
そ
の
水
の
一
滴
一
滴
が
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
庭
で
あ
り
、
池
で
あ
る
」
（
竃
o
°
吻
O
刈
）
。
従
っ
て
、
物
塊
と
動
物
は
、
相
対
的
に
し
か
区
別
さ
れ
な
い
、
と
は
、
動
物
が
無
機
的
機
械
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
に
物
塊
と
本
質
的
に
異
な
る
と
こ
ろ
一36一
ライプニッツによる物体的実体の一・trについて（石川）
が
な
い
、
と
の
意
味
で
は
な
い
。
却
っ
て
、
物
塊
の
方
が
、
潜
在
的
生
物
、
有
機
体
で
あ
っ
て
、
い
つ
、
そ
の
小
動
物
の
内
の
一
つ
が
よ
り
判
明
な
表
象
を
得
て
大
動
物
と
な
る
か
も
知
れ
ぬ
小
動
物
の
集
合
な
の
で
あ
る
（
鼻
即
Z
φ
吻
①
噂
ρ
署
も
゜
ミ
†
心
誤
”
ヨ
，
心
。
。
O
ム
。
。
一
）
。
我
々
が
無
機
的
物
塊
と
見
な
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
微
細
さ
の
故
に
、
我
々
が
そ
れ
を
表
象
し
得
な
い
小
動
物
の
集
合
で
あ
る
か
（
o
h
°
竃
o
°
吻
O
Q
Q
）
長
い
間
目
に
つ
く
作
用
を
停
止
し
て
い
る
故
に
物
塊
（
死
体
）
と
見
な
さ
れ
て
い
る
生
物
で
あ
る
か
（
O
h
°
∩
甲
゜
一
く
層
b
°
昏
◎
o
O
ー
心
o
o
一
）
で
あ
る
。
即
ち
、
ち
ょ
う
ど
先
に
、
新
し
い
モ
ナ
ド
の
創
造
に
対
し
て
、
モ
ナ
ド
の
先
在
が
主
張
さ
れ
た
よ
う
に
、
新
し
い
物
体
的
実
体
（
生
物
）
の
誕
生
に
対
し
て
は
、
　
「
先
在
す
る
生
物
」
　
（
即
客
ρ
吻
O
）
乃
至
「
同
一
の
動
物
」
　
（
ρ
只
戸
膳
。
。
一
）
の
自
然
的
な
変
態
（
窪
。
。
諺
臼
Φ
毘
P
冨
厳
魯
9
。
ヨ
0
6
ぎ
ω
ρ
訂
窪
雪
ω
h
自
ヨ
”
け
簡
8
）
が
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
物
体
的
実
体
と
物
塊
の
区
別
の
相
対
性
は
、
世
界
を
モ
ナ
ド
と
物
塊
と
に
二
分
し
、
生
物
を
生
命
な
き
機
械
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
却
っ
て
、
そ
れ
は
、
世
界
が
、
そ
の
無
限
の
細
部
に
到
る
ま
で
も
、
生
命
に
満
ち
、
有
機
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
物
体
と
生
物
の
区
別
が
相
対
的
で
あ
る
こ
と
を
恐
れ
る
の
は
理
由
の
な
い
こ
と
で
あ
る
し
、
そ
の
よ
う
な
恐
れ
か
ら
そ
の
区
別
を
何
か
絶
対
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
物
体
を
実
体
化
す
る
こ
と
は
、
単
純
性
と
唯
一
性
、
質
料
形
相
論
と
予
定
調
和
を
混
同
す
る
と
い
う
誤
り
を
犯
す
こ
と
と
な
る
。
　
以
上
が
、
モ
ナ
ド
の
本
性
に
従
っ
た
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
の
世
界
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
モ
ナ
ド
の
本
性
で
あ
る
単
純
性
は
、
一
と
多
を
峻
別
し
、
も
う
一
方
の
本
性
で
あ
る
表
象
作
用
が
一
と
多
の
間
に
関
係
を
も
た
ら
し
、
多
の
間
に
秩
序
を
与
え
、
世
界
を
有
機
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
到
っ
て
、
我
々
は
、
モ
ナ
ド
の
一
方
の
本
性
で
あ
る
単
純
性
か
ら
物
体
の
実
体
化
の
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
も
う
一
方
の
本
性
で
あ
る
表
象
作
用
か
ら
物
体
の
実
体
化
の
不
必
要
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
得
る
。
一
（
実
体
）
と
多
（
物
体
）
を
峻
別
し
、
且
つ
物
体
的
実
体
を
認
め
る
と
い
う
自
身
の
内
な
る
二
つ
の
傾
向
を
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
一37一
ライプニッツによる物体的実体の一性について（石川）
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
モ
ナ
ド
の
本
性
か
ら
、
即
ち
奇
蹟
に
よ
ら
ず
に
、
物
体
的
実
体
の
一
性
の
相
異
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
調
停
し
得
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
ま
た
、
実
体
と
　
　
　
総
注
　
引
用
文
後
（
）
内
の
O
°
は
、
テ
キ
ス
ト
と
し
た
O
°
ド
O
o
島
胃
α
計
b
昔
特
ミ
。
8
特
ミ
⑦
寒
§
曾
ミ
ミ
§
壁
§
O
ミ
ミ
膏
亀
§
ミ
ミ
ミ
ト
ミ
伽
ミ
㌍
刈
切
住
o
°
O
一
3
ω
、
お
8
の
略
、
ロ
ー
マ
数
字
は
、
そ
の
巻
数
を
表
わ
す
。
　
∪
」
≦
謄
は
、
b
冴
8
袋
鳶
紆
§
“
ミ
㌧
香
達
心
§
（
O
°
一
く
螂
，
心
培
本
①
Q
。
）
の
略
、
即
Z
b
°
は
、
ミ
§
§
塁
§
ミ
蕊
ミ
。
ミ
Q
ミ
亀
恥
ミ
頓
ミ
6
恥
、
誉
ミ
傍
§
器
ぎ
ミ
（
ρ
≦
噂
，
α
㊤
。
。
ふ
8
）
の
略
、
竃
o
°
は
、
ミ
魯
ミ
ミ
禽
昔
（
O
．
≦
、
，
O
O
刈
よ
N
ω
）
の
略
で
あ
る
。
　
　
　
注
1
　
こ
こ
で
前
期
と
い
う
の
は
、
モ
ナ
ド
の
概
念
、
予
定
調
和
の
説
の
完
成
以
前
、
「
形
而
上
学
叙
説
」
を
主
著
と
し
、
そ
の
詳
細
な
注
解
と
　
も
な
っ
て
い
る
ア
ル
ノ
ー
と
の
文
通
の
終
る
一
六
九
〇
年
頃
ま
で
と
す
る
。
ま
た
、
後
期
は
、
「
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
」
を
主
著
と
し
、
力
の
概
　
念
と
実
体
の
概
念
の
統
一
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
一
六
九
四
年
以
降
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
2
　
集
合
に
よ
る
存
在
は
「
理
性
に
よ
る
存
在
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
想
像
に
よ
る
存
在
」
（
ρ
≦
》
℃
°
α
。
。
0
）
で
あ
り
、
一
つ
の
存
在
で
は
な
　
く
一
つ
の
観
念
で
あ
る
。
3
　
ア
ル
ノ
ー
宛
書
簡
に
お
け
る
、
こ
の
よ
う
な
形
相
的
原
理
の
導
入
は
、
物
体
の
実
体
化
の
原
理
と
し
て
は
、
い
か
に
も
唐
突
で
あ
る
。
　
「
理
由
も
な
し
に
、
こ
の
よ
う
な
精
神
や
形
相
を
認
め
る
の
は
、
哲
学
者
に
ふ
さ
わ
し
く
は
な
い
が
、
こ
れ
を
認
め
な
け
れ
ば
物
体
が
実
体
で
　
あ
る
こ
と
が
不
可
解
に
な
っ
て
し
ま
う
」
（
ρ
戸
O
』
ω
）
。
「
私
の
意
味
す
る
よ
う
な
物
体
的
実
体
が
な
い
と
す
れ
ば
、
物
体
は
虹
の
よ
う
　
な
真
実
の
現
象
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
」
（
ρ
戸
P
謡
）
。
前
期
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
と
っ
て
、
物
体
が
単
な
る
現
　
象
で
は
な
い
と
の
説
は
、
何
か
し
ら
確
固
と
し
た
根
拠
か
ら
の
帰
結
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
こ
と
を
仮
定
し
た
上
で
推
論
が
な
さ
れ
る
前
一38一
ライプニッツによる物体的実体の一性について（石川）
　
提
と
な
っ
て
い
る
（
。
h
．
ρ
員
P
刈
一
る
ト
⊃
）
。
従
っ
て
、
前
期
に
お
け
る
、
形
相
的
原
理
に
よ
る
物
体
の
実
体
化
と
い
う
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
　
議
論
は
、
物
体
は
現
象
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
故
、
形
相
を
持
っ
物
体
は
現
象
で
は
な
い
、
と
い
う
循
環
を
犯
し
て
い
る
と
言
え
る
。
4
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
自
身
、
支
配
的
モ
ナ
ド
が
物
体
を
一
に
す
る
等
と
言
う
こ
と
も
あ
り
（
o
戸
ρ
戸
℃
°
b
。
器
）
、
そ
　
こ
か
ら
支
配
的
モ
ナ
ド
の
有
無
に
基
づ
い
て
、
物
塊
と
生
物
の
間
に
一
線
を
画
す
る
解
釈
も
生
ま
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
　
支
配
的
モ
ナ
ド
の
有
無
の
別
は
、
実
は
、
衷
象
の
判
明
度
の
連
続
的
変
化
に
基
づ
く
程
度
的
、
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
　
そ
の
こ
と
か
ら
以
下
の
互
い
に
相
即
的
な
二
つ
の
蕩
柄
を
導
き
出
し
て
い
る
。
⑧
最
下
等
の
モ
ナ
ド
か
ら
神
に
至
る
ま
で
の
、
共
時
的
に
見
　
ら
れ
た
諸
存
在
の
連
続
的
階
層
、
即
ち
（
共
可
能
的
で
あ
る
限
り
で
の
）
形
相
の
空
隙
の
否
定
（
9
ρ
＜
噂
や
㈹
。
。
①
）
。
⑤
我
々
が
日
常
的
　
に
は
死
と
見
な
し
て
い
る
よ
う
な
非
常
に
混
雑
な
表
象
を
持
っ
た
状
態
か
ら
、
非
常
に
判
明
な
表
象
を
持
つ
に
至
る
ま
で
の
、
継
起
的
に
見
　
ら
れ
た
同
一
個
体
の
連
続
的
変
化
、
即
ち
個
体
の
誕
生
及
び
死
の
否
定
。
特
に
後
者
に
つ
い
て
は
、
我
々
が
通
常
、
支
配
的
モ
ナ
ド
（
精
神
）
　
の
有
無
の
別
だ
と
思
っ
て
い
る
生
物
と
物
塊
（
死
体
）
の
別
は
、
自
然
の
連
続
的
変
化
の
内
に
我
々
が
設
け
た
人
為
的
名
目
的
区
別
で
あ
り
、
　
我
々
の
感
覚
や
観
察
技
術
に
相
対
的
な
区
別
で
あ
る
こ
と
を
随
所
で
主
張
し
て
い
る
（
o
臨
゜
℃
．
Z
b
°
吻
9
竃
ρ
吻
謡
－
謡
輪
ρ
冥
u
，
ミ
♪
　
O
°
一
く
°
冒
゜
命
0
1
心
Q
O
H
）
0
5
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
、
こ
の
＝
巳
o
凶
は
を
実
体
の
二
三
鼠
四
ω
巨
9
0
津
仙
か
ら
区
別
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
草
稿
の
段
階
で
　
ロ
巳
鼠
と
あ
っ
た
も
の
を
、
そ
の
後
、
¢
三
〇
淳
傷
と
改
め
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
（
o
h
》
民
は
図
〇
三
5
⑦
ジ
、
、
き
“
も
塁
§
貯
ミ
ミ
ミ
鳴
ミ
　
§
N
職
肉
ミ
6
鳴
誉
誌
悪
鮪
§
達
詠
§
・
ミ
ミ
§
跨
§
ミ
博
ミ
ご
師
魯
ミ
恥
ミ
さ
蓉
概
ミ
も
曳
馬
゜
℃
珪
”
6
°
。
ρ
娼
゜
°
。
O
I
留
）
。
さ
ら
に
、
こ
の
、
物
　
体
的
実
体
の
β
昌
ま
睦
β
三
島
ま
が
、
達
o
馨
凶
叡
で
あ
る
こ
と
は
、
い
o
o
評
o
が
、
、
o
ロ
o
豆
帥
暑
、
．
と
書
き
、
O
o
ω
8
が
、
、
一
ゴ
巳
叡
ロ
ゴ
コ
Φ
O
置
馨
o
．
．
　
と
仏
訳
し
た
も
の
を
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
書
及
す
る
際
、
、
．
一
．
二
巳
ま
（
一
｛
凶
①
昌
け
凶
仲
似
）
ら
琶
Φ
ヨ
ゆ
ヨ
o
且
9
暮
o
．
．
と
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
　
あ
ろ
う
（
。
捗
O
・
＜
・
や
ト
。
＝
・
冒
ゲ
昌
い
o
o
犀
o
り
郎
蕊
穿
器
勘
8
ミ
ミ
ミ
武
冬
§
§
q
ミ
ミ
縦
§
ミ
蕊
堕
9
胃
o
p
α
o
昌
寓
Φ
ω
ρ
o
惹
自
P
　
℃
・
ω
ω
r
穿
恥
ミ
辱
ミ
、
8
愚
ミ
嶋
§
＆
§
馬
ミ
“
ミ
N
．
寒
～
§
魯
ミ
§
嚇
津
§
ミ
斜
窪
巴
9
梓
饗
「
O
o
ω
け
ρ
＜
ユ
P
一
㊤
謁
層
冒
゜
N
8
）
。
6
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
デ
・
ボ
ス
宛
書
簡
に
お
い
て
、
物
体
的
実
体
乃
至
実
体
的
紐
帯
の
仮
説
に
言
及
す
る
際
、
し
ば
し
ば
、
ミ
忽
～
．
．
　
（
6
h
・
ρ
悶
も
誌
。
。
q
』
ら
゜
心
盟
り
目
ら
゜
お
伊
目
戸
8
心
）
、
．
．
自
。
畠
ヨ
凶
の
ω
δ
、
．
（
o
h
°
ρ
目
．
P
島
メ
目
噛
P
幽
録
）
と
い
っ
た
条
件
文
　
で
述
べ
、
そ
の
仮
説
的
性
格
を
明
確
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
し
ば
し
ば
、
自
身
の
「
モ
ナ
ド
の
み
に
よ
る
仮
説
」
（
P
目
層
P
お
切
）
と
物
　
体
的
実
体
の
仮
説
を
並
記
し
、
両
者
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
（
o
h
．
ρ
頃
讐
P
お
9
目
り
o
．
蒔
α
O
ム
q
ピ
目
”
℃
°
ミ
ω
ム
胡
）
。
即
ち
、
ラ 一39一
ライプニッツによる物体的実体の一性について（石川）
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
物
体
的
実
体
に
、
何
か
個
体
性
以
上
の
一
性
を
認
め
る
説
と
し
て
実
体
的
紐
帯
の
説
を
理
解
し
て
い
る
時
は
、
そ
れ
を
モ
ナ
ド
の
本
性
を
越
え
た
奇
蹟
的
説
明
と
し
て
自
身
の
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
か
ら
は
区
別
し
、
そ
の
一
方
で
、
実
体
的
紐
帯
の
役
割
り
と
支
配
的
モ
ナ
ド
の
役
割
り
と
を
重
ね
合
わ
せ
、
物
体
的
実
体
の
一
性
を
生
物
の
個
体
性
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
体
的
紐
帯
の
説
を
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
の
内
に
取
り
込
も
う
と
も
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
者
の
場
合
、
実
体
的
紐
帯
の
説
は
、
モ
ナ
ド
の
本
性
か
ら
は
理
解
し
得
ぬ
故
に
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
の
内
で
は
、
不
可
能
な
説
で
あ
り
、
後
者
の
場
合
、
そ
れ
は
、
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
と
整
合
的
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
故
に
不
必
要
な
説
と
な
る
。
（
人
文
科
学
研
究
科
　
博
士
後
期
課
程
　
哲
学
専
攻
）
一40一
